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企
業
間
の
新
製
品
開
発
競
争
や
新
設
備
の
拡
大
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ヨ
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
一
資
料
一
紹
介
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
ツ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ン
と
人
的
資
源
使
関
係
研
究
所
University)
の
調
査
研
究
シ
リ
ー
ズ
第
九
六
号
の
S
a
m
u
e
lE•Hill 
g
d
 Fr
e
d
e
r
i
c
k
 
Harbison, 
M
a
n
p
o
w
e
r
 a
n
d
 
Innovation in 
A
m
e
r
i
c
a
n
 I
n
d
u
s
t
r
y
•
1
9
5
9
で
あ
る
。
こ
こ
に
資
料
紹
介
と
し
て
と
り
上
げ
た
の
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ソ
大
学
労
(Industrial 
Relations 
Section, 
P
r
i
n
c
e
t
o
n
 
最
近
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
で
も
、
た
と
え
ば
技
術
者
不
足
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
大
学
の
技
術
系
新
卒
者
の
奪
い
合
い
、
一
方
で
失
業
者
を
抱
え
な
が
ら
中
、
高
校
卒
の
若
い
労
働
力
の
獲
得
競
争
、
企
業
内
で
は
経
営
者
教
育
や
中
年
労
働
者
層
の
再
教
育
の
流
行
な
ど
、
労
慟
力
を
め
ぐ
る
問
題
や
、
い
ろ
い
ろ
な
現
象
を
見
聞
し
て
い
る
。
経
済
界
の
好
況
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
と
そ
れ
に
よ
る
作
業
方
法
や
職
務
内
容
の
変
化
に
原
因
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
産
業
革
命
の
息
吹
を
じ
か
に
体
験
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
み
で
な
く
、
先
進
工
業
国
に
共
通
に
み
ら
れ
る
世
界
的
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
企
業
経
営
に
大
き
い
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
企
業
の
雇
用
構
成
を
ど
う
変
え
る
か
、
ど
の
よ
う
な
企
業
が
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
先
行
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
現
象
は
、
生
産
労
働
者
が
相
対
的
に
減
少
し
、
飯
野
七
春
樹
335 
い
ま
だ
本
格
的
な
調
査
で
は
な
い
が
、
今
後
の
経
営
管
理
、
人
事
管
理
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
し
、
ま
た
組
織
の
生
態
学
的
モ
デ
ル
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
以
下
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
紹
介
の
筆
を
す
す
め
た
い
。
産
業
社
会
の
進
展
に
つ
れ
て
み
ら
れ
る
現
象
の
―
つ
に
、
産
業
に
お
け
る
全
屑
用
労
働
最
中
、
経
営
者
、
管
理
者
、
科
学
者
、
技
術
者
、
熟
練
技
能
者
な
ど
の
割
合
が
増
大
し
、
他
方
、
肉
体
労
働
者
や
非
熟
練
労
働
者
の
割
合
が
必
然
的
に
減
少
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
先
進
工
業
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
こ
れ
を
一
般
的
な
資
料
に
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ツ
mナ
ル
い
て
み
る
と
、
製
造
業
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
専
門
的
職
務
に
つ
く
労
働
者
は
、
全
雇
用
中
、
一
九
一
0
年
の
一
彩
弱
か
ら
一
九
五
七
年
の
七
％
強
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
産
に
直
接
従
事
す
る
労
働
こ。
キー
っ 員
の
増
大
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
官
僚
的
拡
大
で
あ
ろ
う
か
。
本
研
究
は
、
先
進
工
業
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
実
態
調
査
を
通
じ
て
、
最
近
の
傾
向
に
対
し
―
つ
の
解
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
と
で
あ
る
。
こ
の
現
象
と
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
か
、
公
務
経
営
者
、
管
理
者
、
技
術
者
な
ど
の
非
生
産
労
働
者
が
増
大
し
て
い
る
こ
七
者
の
割
合
は
、
同
期
間
中
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
一
0
年
の
約
九
0
％
か
ら
、
五
七
年
の
七
0
形
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
に
至
っ
て
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
製
造
業
に
お
け
る
生
産
労
働
者
数
は
四
七
年
の
一
二
、
七
九
五
千
人
か
ら
五
七
年
の
―
二
、
九
二
五
千
人
、
非
生
産
労
働
者
は
同
じ
く
二
、
四
九
五
千
人
か
ら
一
―
-
、
八
七
五
千
人
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
が
、
前
者
の
一
彩
増
に
対
し
、
後
者
は
五
五
形
増
を
示
し
て
い
る
。
五
五
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
は
、
生
産
労
働
者
数
に
絶
対
減
が
み
ら
れ
た
が
、
非
生
産
労
働
者
の
雇
用
は
一
0
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
四
七
年
以
降
十
力
年
に
お
け
る
製
造
業
雇
用
労
働
者
の
全
増
加
の
九
〇
彩
と
い
う
も
の
は
、
非
生
産
労
働
者
の
増
加
に
よ
る
の
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
次
に
技
術
者
と
化
学
者
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
0
年
の
民
間
産
業
の
雇
用
中
、
O・
―
四
彩
か
ら
一
九
五
0
年
の
一
。
一
―
彩
に
増
加
し
て
い
る
。
製
造
業
の
専
門
、
技
術
お
よ
び
類
似
労
働
者
は
、
五
二
年
か
ら
五
七
年
の
期
間
に
四
五
％
方
増
大
し
、
五
五
年
か
ら
五
七
年
の
二
年
間
に
は
二
七
％
増
で
あ
る
。
研
究
技
術
者
お
よ
び
科
学
者
は
、
四
一
年
に
は
約
六
万
二
千
人
で
、
五
二
年
ま
で
に
倍
増
し
、
五
九
年
ま
で
に
は
さ
ら
に
倍
増
を
重
ね
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
賑
用
構
成
の
変
動
を
説
明
す
る
も
の
は
、
非
生
産
労
働
者
を
相
対
的
に
多
量
に
要
す
る
産
業
が
成
長
し
た
こ
と
、
産
業
で
使
用
さ
れ
る
労
働
336 
資
源
の
質
的
向
上
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
0
年
以
前
で
は
、
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ソ
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
技
術
者
や
化
学
者
の
全
雇
用
中
の
割
合
が
増
大
し
て
も
、
そ
の
増
大
の
五
0
彩
か
ら
一
0
0彩
は
、
相
対
的
に
多
く
の
技
術
者
を
必
要
と
す
る
産
業
に
お
い
て
多
く
雇
用
さ
れ
た
の
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
―
―
1
0年
か
ら
四
0
年
の
あ
い
だ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
増
大
の
三
八
彩
、
四
0
年
か
ら
五
0
年
で
は
三
ニ
・
五
％
が
、
以
上
の
よ
う
な
産
業
別
の
雇
用
分
布
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
四
七
年
か
ら
五
五
年
で
は
、
製
造
業
の
全
雇
用
中
、
非
生
産
労
働
者
の
割
合
の
増
加
の
九
〇
％
は
む
し
ろ
産
業
内
の
職
務
別
構
成
の
高
度
化
に
も
と
づ
き
、
わ
ず
か
に
1
0％
の
み
が
産
業
別
の
薦
用
分
布
に
お
け
る
変
化
に
よ
っ
て
起
っ
て
い
る
。
職
務
別
雇
用
構
成
の
変
化
を
規
定
す
る
に
当
っ
て
最
近
ョ
リ
重
要
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
産
業
別
の
全
雇
用
分
布
に
お
け
る
変
化
よ
り
も
、
同
一
産
業
内
で
の
職
務
構
成
に
お
け
る
変
化
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
詳
し
く
論
ぜ
ら
れ
る
。
さ
て
、
以
上
の
統
計
資
料
ほ
雇
用
構
成
の
変
化
の
一
般
的
な
動
向
を
語
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
特
定
企
業
に
お
け
る
変
化
が
い
か
な
る
原
因
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
起
っ
て
い
る
か
は
求
め
う
べ
く
も
な
い
。
ま
た
、
一
般
に
産
業
に
お
い
て
頭
脳
労
働
力
の
使
用
が
増
大
す
る
傾
向
を
説
明
す
る
場
合
、
経
営
者
や
管
理
者
が
自
己
増
殖
し
た
り
、
部
下
の
数
を
殖
や
し
た
が
っ
た
り
す
る
純
然
た
る
e
m
p
i
r
e
b
u
i
l
d
i
n
g
の
結
果
と
み
た
り
、
求
め
た
り
す
る
。
要
す
る
に
こ
の
傾
向
を
健
康
よ
り
は
病
気
の
指
模
と
考
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ヨ
リ
適
切
に
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
調
査
や
開
発
へ
の
投
資
の
増
大
、
工
程
や
製
品
の
急
速
な
革
新
な
ど
に
変
化
の
原
因
が
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
本
研
究
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
い
て
熟
練
し
た
優
秀
な
人
材
の
利
用
が
益
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
傾
向
の
基
本
的
原
因
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
調
査
に
当
っ
て
は
、
各
種
産
業
五
〇
注
1
)
社
か
ら
一
九
四
七
年
と
一
九
五
五
年
の
雇
用
関
係
資
料
の
提
出
を
求
め
、
う
ち
四
七
社
の
経
営
者
に
は
面
接
を
行
い
、
職
務
別
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
な
い
し
出
来
事
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。
調
査
会
社
が
す
べ
て
資
料
を
整
備
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
得
ら
れ
た
資
料
と
て
そ
の
正
確
さ
は
保
証
で
き
な
い
が
、
提
供
さ
れ
た
統
計
は
主
に
面
接
の
予
備
資
料
と
す
る
目
的
で
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
確
に
変
化
の
大
き
さ
を
測
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
以
下
に
用
い
ら
れ
る
職
務
の
区
分
は
、
田
管
理
職
(
e
x
e
c
u
t
i
v
e
personnel)、
5
管
理
事
務
職
(
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
personnel)、
③
専
門
職
(
p
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
p
e
r
s
o
n
n
e
l
)
、
山
技
術
職
(
t
e
c
h
n
i
c
a
l
p
e
r
s
o
n
n
e
l
)
、
固
販
売
職
(
s
a
l
e
s
p
e
r
s
o
n
n
e
l
)
、
的
事
務
職
(
c
l
e
r
i
c
a
l
（注
2
)
博
r
s
o
n
n
e
l
)
の
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
非
生
産
あ
る
い
は
政
府
機
関
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
報
告
の
増
大
を
主
要
原
因
に
七
四
337 
（注
2
)
（注
1
)
労
働
力
を
構
成
す
る
。
残
る
も
の
が
直
接
に
生
産
に
従
事
す
る
生
産
労
働
者
で
あ
る
。
五
0
社
の
内
訳
は
、
食
品
(
1
)
、
繊
維
(
4
)
、
紙
(
2
)
、
化
学
(
3
)
、
鉱
業
・
石
油
(
4
)
、
ゴ
ム
(
2
)
、
皮
革
(
1
)
、
窯
業
(
1
)
、
第
一
次
金
属
(
2
)
、
機
械
(
3
)
、
電
気
機
器
(
7
)
、
建
築
〔
一
般
請
負
〕
（
2
）
、
土
木
〔
特
殊
請
負
〕
（
5
）
、
鉄
道
(
2
)
、
通
信
(
4
)
、
公
益
事
業
・
公
衆
衛
生
（
5
）
、
小
売
(
1
)
、
金
融
(
1
)
で
あ
る
。
各
職
務
の
筒
単
な
解
説
を
す
る
と
山
「
管
理
職
」
は
社
長
以
下
職
長
に
い
た
る
監
督
者
、
②
「
管
理
事
務
職
」
は
管
理
職
の
ス
ク
ッ
フ
・
ア
シ
ス
ク
ン
ト
と
し
て
主
に
企
画
、
統
制
に
従
事
す
る
も
の
。
③
「
専
門
職
」
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
科
学
者
、
法
律
家
な
ど
、
専
門
知
識
を
も
つ
も
の
、
④
「
技
術
職
」
は
専
門
職
の
ア
シ
ス
ク
ッ
ト
と
し
て
各
分
野
の
技
術
、
手
続
を
習
得
し
た
も
の
。
た
と
え
ば
製
図
、
測
量
、
分
析
な
ど
に
従
事
す
る
も
の
。
本
調
査
の
目
的
は
、
す
で
に
の
ぺ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
雇
用
構
成
の
変
化
の
真
の
原
因
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
面
接
の
結
果
か
ら
、
そ
れ
ら
は
次
の
二
つ
の
一
般
的
要
因
に
関
連
づ
け
う
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
七
五
（注）
1
、
同
一
産
業
内
で
の
比
較
A
•
新
し
い
製
品
と
プ
ロ
セ
ス
一
、
新
製
品
の
導
入
、
な
い
し
生
産
、
配
給
の
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
の
導
入。
二
、
組
織
上
の
変
化
お
よ
び
特
定
管
理
単
位
の
迫
加
な
い
し
拡
張
。
各
調
査
会
社
の
変
化
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
に
帰
因
せ
し
め
る
の
は
不
可
能
で
は
あ
る
が
、
デ
ー
ク
の
許
す
か
ぎ
り
、
以
下
に
各
要
因
ご
と
に
検
討
を
試
み
る
。
と
も
に
技
術
上
の
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
新
製
品
、
新
工
程
の
導
入
は
、
（
革
新
）
と
関
係
が
あ
り
、
非
生
産
労
働
者
の
割
合
を
増
加
せ
し
め
る
主
要
な
要
因
で
あ
る
。
そ
れ
が
雇
用
構
成
に
与
え
る
影
響
を
示
す
た
め
に
、
大
き
い
技
術
革
新
を
行
っ
た
場
合
と
、
殆
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く
革
新
の
な
い
湯
合
の
麗
用
の
変
化
を
、
以
下
に
同
一
産
業
内
、
同
一
会
社
内
、
産
業
別
の
順
で
比
較
す
る
。
ー
繊
維
会
社
二
社
の
比
較
|
|
〔
会
社
A
〕
同
社
の
麗
用
変
動
は
、
雇
用
の
減
退
期
に
起
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
五
年
の
雇
用
量
は
四
七
年
の
約
五
0
彩
で
あ
っ
た
。
非
生
産
労
働
338 
⑮
調
査
と
開
発
活
動
の
展
開
当
社
の
製
品
市
場
の
不
況
状
態
と
消
費
者
の
高
級
織
物
需
要
に
よ
り
、
調
査
、
開
発
活
動
に
お
け
る
雇
用
が
増
大
し
た
。
四
七
年
と
五
五
年
と
で
は
、
調
査
に
麗
用
さ
れ
た
人
数
は
五
0
彩
方
増
加
し
、
そ
れ
は
全
社
雇
用
者
の
五
0
彩
減
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
消
費
者
の
要
望
に
応
じ
、
会
社
の
調
査
活
動
は
品
質
管
理
の
向
上
、
織
物
の
材
質
、
外
観
の
改
善
を
強
調
し
た
。
に
、
固
定
的
従
業
員
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
オ
ー
パ
ー
ヘ
ッ
ド
⑱
固
定
的
人
員
の
維
持
全
雇
用
比
率
中
、
非
生
産
労
働
者
の
増
加
の
一
部
分
は
、
生
産
量
の
減
退
、
従
っ
て
生
産
労
働
者
数
の
減
退
し
た
時
期
〔会
1947年 1955年
管 理 2.696 3.9彩
専塁 塁門｝ 12.9 | m.2 
生 産 84.5 75.8 
〔会
社
社
A〕
B〕
理 1 91.390 年彩
1947年 1955年
管 .6% .9彩
管理事務 1.7 1.2 1.8 
技 術 .1 .2 .3 
阪 売 2.4 1.6 2.4 
事 務 5.0 3.4 4.9 
生 産 89.7 93.2 89.7 
者
増
大
の
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ソ
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
c
製
品
の
多
様
化
競
争
激
化
に
よ
り
、
会
社
は
織
物
製
品
の
多
様
化
を
せ
ま
ら
れ
た
。
新
製
品
の
デ
ザ
イ
ソ
、
見
本
作
成
の
た
め
の
雇
用
が
増
大
し
た
。
す
な
わ
ち
、
内
外
の
流
行
と
新
し
い
デ
ザ
イ
ツ
・
ア
イ
デ
ア
の
分
析
に
も
と
づ
く
新
し
い
布
地
の
試
作
、
見
本
地
に
よ
る
衣
装
製
作
、
市
湯
性
の
評
価
、
消
費
者
の
見
本
に
対
す
る
反
応
調
査
と
そ
れ
へ
の
適
応
、
な
ど
で
あ
る
。
加
う
る
に
顧
客
ほ
デ
ザ
イ
ン
、
ス
ク
イ
ル
に
個
人
的
な
好
み
を
出
し
、
ま
た
材
料
の
注
文
も
少
量
ず
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
非
生
産
労
働
力
の
割
合
は
増
加
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
四
七
年
に
み
ら
れ
る
生
産
労
働
者
比
率
の
増
大
は
、
同
年
に
生
産
労
働
者
の
雇
用
が
急
増
し
た
の
が
そ
の
主
要
原
因
で
あ
る
。
非
生
産
労
働
者
数
は
、
三
九
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
殆
ん
ど
変
動
が
な
い
。
同
社
の
製
品
と
製
造
技
術
上
の
主
た
る
変
化
は
、
⑱
製
品
の
多
様
化
当
社
は
天
然
お
よ
び
合
成
原
料
か
ら
糸
を
製
造
し
て
い
る
が
、
製
品
多
様
化
と
し
て
、
純
合
繊
や
混
紡
合
繊
の
糸
の
製
造
、
各
種
色
彩
の
糸
の
製
造
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
新
製
品
は
、
以
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
技
術
と
本
質
的
に
は
同
じ
技
術
に
よ
っ
て
製
造
で
き
た
。
⑪
製
造
工
程
の
変
化
戦
後
の
時
期
に
会
社
は
新
し
い
高
速
の
ミ
ル
・
マ
シ
ン
に
多
額
の
投
資
を
行
い
、
総
生
産
高
の
漸
増
に
対
し
て
、
会
社
雇
用
の
三
0
％
の
減
少
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
新
設
備
は
既
存
の
も
の
と
同
植
〔
会
社
B
〕
七
六
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さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
〔全 社〕
（注）
1947年 1955年
管 理 7.0% 7.3彩
管理事務 .5 .8 
専 門 .8 1.1 
技 術 1.6 1.6 
阪 売 1.4 1.3 
事 務 6.7 7.0 
生 産 82.0 80.9 
で
あ
る
。
で
、
当
社
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
製
品
の
多
様
化
も
高
能
率
機
械
の
使
用
も
、
以
前
の
方
法
と
殆
ん
ど
変
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
非
生
産
労
慟
者
の
比
率
の
増
大
を
要
し
な
か
っ
た
。
本
研
究
で
、
雇
用
変
動
の
資
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
各
会
社
は
、
も
っ
と
も
信
頼
あ
る
資
料
を
提
出
し
た
会
社
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
他
に
同
一
産
業
内
の
比
較
と
し
て
、
機
械
製
造
、
電
力
、
天
然
ガ
ス
送
配
業
の
各
二
社
ず
つ
が
あ
る
が
、
省
略
す
る
。
（注）
2
、
同
一
会
社
内
の
比
較
し
て
製
品
、
工
程
に
あ
ま
り
革
新
は
な
か
っ
た
。
雇
用
構
成
の
変
化
は
管
理
上
の
革
新
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
〔
表
面
処
理
部
門
〕
当
部
で
の
技
術
上
の
大
き
い
変
化
は
、
部
分
処
理
が
一
貫
処
理
に
変
更
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
同
社
で
は
四
七
年
と
五
五
年
の
あ
い
だ
に
、
社
全
体
と
ー
鉄
鋼
会
社
全
社
と
同
社
表
面
処
理
部
門
と
の
比
較
I
七
七
年
ま
で
に
一
貫
処
理
に
代
え
ら
れ
た
。
五
一
人
当
り
生
産
高
は
、
五
一
年
と
五
五
年
の
間
に
急
速
に
増
加
し
た
が
、
五
五
年
と
五
七
年
の
間
に
は
、
生
産
工
程
の
変
化
な
し
に
生
産
能
力
の
拡
五
一
年
l
五
五
年
と
五
五
年
l
五
七
年
の
両
期
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
形
の
変
化
が
雇
用
構
成
上
に
み
ら
れ
る
。
前
の
期
間
で
は
、
新
製
造
技
術
の
使
用
に
よ
り
、
生
産
労
働
者
の
雇
用
は
急
速
に
減
少
し
、
管
理
、
技
術
、
保
全
要
員
の
数
が
増
加
し
た
。
生
産
労
働
者
数
は
五
0
彩
方
低
落
し
た
。
こ
の
期
間
の
履
用
構
成
の
変
化
は
、
ヨ
リ
複
雑
で
生
産
的
な
技
術
が
導
入
さ
れ
、
使
用
さ
れ
る
と
き
に
、
い
か
に
熟
練
人
員
を
必
要
と
す
る
か
を
示
し
て
い
る
。
大
が
行
わ
れ
、
一
人
当
り
生
産
高
に
増
加
は
な
い
。
〔表面処理部門〕
1951年 1955年 1957年
坪目 理 6.6% 11.7% 9.0% 
管理事務 .4 1.1 .8 
専 門 .4 
技 術 1.9 4.0 3.0 
事 務 1.1 6.2 5.6 
生 産 '86.7 67.2 72.6 
保 全 3.4 9.6 8.7 
従業当員 1
人り生 100 376 376 
産高指数
し
た
。
新
工
程
の
導
入
に
伴
い
、
従
業
員
力
は
五
0
形
方
増
大
五
年
か
ら
五
七
年
の
あ
い
だ
に
、
生
産
能
れ
て
い
た
が
、
五
五
処
理
工
程
が
用
い
ら
五
一
年
に
は
部
分
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モ石
油〕
較
が
試
み
ら
れ
る
。
（注）
3
、
産
業
別
の
比
較
（注）
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
コ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
五
五
l
五
七
年
の
あ
い
だ
に
は
、
設
備
の
追
加
に
よ
っ
て
生
産
能
力
は
増
大
し
た
が
、
技
術
上
の
変
更
は
起
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
期
間
に
非
生
産
労
働
者
は
数
的
に
は
緩
慢
な
が
ら
増
加
し
た
が
、
部
門
内
で
の
比
率
と
し
て
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
生
産
労
働
者
は
数
的
に
も
比
率
と
し
て
も
増
大
し
た
。
こ
の
期
間
の
扉
用
構
成
の
変
化
は
、
技
術
上
の
変
更
を
伴
わ
ず
に
生
産
規
模
が
拡
大
さ
れ
る
と
き
に
、
非
生
産
労
働
者
の
割
合
が
低
下
し
う
る
こ
と
を
示
す
。
他
に
同
一
会
社
内
の
比
較
と
し
て
、
電
気
機
器
製
造
会
社
の
二
工
場
、
化
学
会
社
の
二
部
門
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
な
る
産
業
に
お
け
る
会
社
と
し
て
、
石
油
会
社
と
電
話
会
社
の
比
石
油
会
社
で
は
、
管
理
、
管
理
事
務
お
よ
び
専
門
職
の
従
業
員
の
割
合
が
増
大
し
て
い
る
。
原
油
発
見
が
一
層
困
難
と
な
り
、
そ
の
産
出
に
は
一
層
複
雑
な
技
術
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
探
査
、
掘
さ
く
、
産
出
活
動
に
は
ヨ
リ
多
く
の
専
門
的
、
技
術
的
従
業
員
を
必
要
と
し
た
。
新
製
品
、
改
良
製
品
の
発
展
に
よ
り
、
精
油
作
業
に
お
い
て
新
し
い
、
一
層
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
石
油
製
品
の
（注）
〔石
〔電
油〕
1948年 1955年
管理｝管理事務 17.6% 22.6% 
専門
技 畠 19.1 20.5 事
販 売 3.8 3.5 
生 産 59.5 53.5 
話〕
1947年 1955年
管理｝管理事務 12.2% 14.7彩
専門
事 務 19.2 22.0 
販 売 4.8 5.3 
生 産 63.4 57.7 
新
し
い
配
給
方
法
は
、
会
社
の
市
場
活
動
に
お
い
て
、
監
督
者
お
よ
び
ス
ク
ッ
フ
従
業
員
の
割
合
を
増
大
せ
し
め
た
。
新
製
品
、
新
生
産
工
程
の
開
発
活
動
の
結
果
、
調
査
、
開
発
の
雇
用
が
急
増
し
て
い
る
。
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
〔
電
話
〕
当
社
は
、
四
七
年
と
五
五
年
の
あ
い
だ
に
、
交
換
技
術
の
主
要
な
革
新
と
し
て
、
長
距
離
電
話
用
に
直
通
自
動
式
を
導
入
し
た
。
会
社
は
電
話
の
大
部
分
を
手
動
式
か
ら
自
動
交
換
に
切
り
換
え
、
そ
の
結
果
、
交
換
手
の
数
は
減
少
し
た
。
そ
れ
で
も
会
社
の
雇
用
構
成
は
急
激
に
変
化
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
会
社
の
利
用
し
た
主
た
る
革
新
が
、
電
話
産
業
の
他
の
部
分
で
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
石
油
と
電
話
の
他
に
、
電
気
機
器
と
鉄
道
、
電
子
工
業
と
製
靴
、
計
算
機
を
開
発
、
製
造
し
た
会
社
と
計
算
機
を
使
用
し
て
七
八
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そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
次
に
示
す
の
は
分
権
化
し
た
B
社
と
統
合
を
行
っ
七
九
（注）
1
、
管
理
の
分
権
化
B
・
管
理
上
の
革
新
(administrative
innovations) 
管
理
上
の
革
新
は
、
職
務
別
雇
用
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
す
も
う
一
っ
の
主
要
源
泉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
経
営
者
や
ス
ク
ッ
フ
集
団
の
行
う
職
能
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
の
組
織
上
の
変
化
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
調
査
研
究
・
開
発
職
能
の
設
置
、
経
営
責
任
の
分
散
、
新
し
い
デ
ー
ク
調
達
方
式
の
導
入
、
さ
ら
に
、
品
質
管
理
、
生
産
日
程
計
画
、
販
売
計
画
、
会
計
、
人
事
の
よ
う
な
事
項
を
担
当
す
る
ス
ク
ッ
フ
集
団
の
拡
張
、
な
ど
で
あ
る
。
新
し
い
組
織
形
態
や
新
し
い
管
理
技
術
は
、
新
製
品
の
製
造
な
い
し
新
生
産
工
程
の
使
用
に
伴
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
多
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
技
術
上
の
変
化
に
関
係
を
も
た
な
い
管
理
上
の
革
新
も
多
く
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
各
種
の
管
理
的
革
新
を
と
り
上
げ
、
雇
用
構
成
に
与
え
た
影
響
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
権
化
は
、
管
理
、
管
理
事
務
、
事
務
の
担
当
者
の
割
合
を
増
大
さ
せ
る
。
調
査
し
た
会
社
で
分
権
化
し
た
も
の
は
、
す
ぺ
て
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
が
あ
る
程
度
原
因
と
な
っ
て
、
要
と
し
た
。
四
0
年
に
は
単
一
の
集
権
的
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
五
五
年
に
主
要
製
品
機
械
別
に
部
門
化
が
行
い
る
部
門
、
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
E
社
で
あ
る
。
〔
会
社
B
〕
B
社
は
機
械
製
造
会
社
で
、
四
0
年
か
ら
五
五
年
の
あ
い
だ
に
相
当
広
自
の
管
理
者
お
よ
び
管
理
ス
ク
ッ
フ
が
お
り
、
通
常
は
調
査
、
開
発
部
門
を
も
そ
な
え
て
い
た
。
全
社
的
な
中
央
管
理
ス
ク
ッ
フ
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
分
権
化
が
管
理
、
管
理
事
務
お
よ
び
事
務
担
当
従
業
員
の
割
合
を
増
大
せ
し
め
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
〔
会
社
E
〕
同
社
は
鉄
鋼
会
社
で
、
そ
の
経
営
機
能
を
漸
進
的
に
集
中
化
し
た
こ
と
一
九
三
九
年
か
ら
五
五
年
の
間
に
、
管
l 
1940年 1947年 1955年
管 理 2.9彩 3.4彩 5.7彩
管理事務 .7 2.5 1.2 
専 門 .1 .1 .4 
技 術 4.3 8.0 7.1 
阪 売 .2 .1 .4 
事 務 5.9 6.1 8.4 
生 産 85.9 79.8 76.7 
各
部
門
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
わ
れ
た
。
〔会 社 B〕
別
に
分
権
化
す
る
こ
と
を
必
が
、
そ
の
経
営
機
能
を
製
品
汎
な
製
品
の
革
新
を
行
っ
た
342 
（注）
2
、
調
査
研
究
と
開
発
（注）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
集
中
さ
れ
始
め
た
。
五
五
年
―
つ
の
ラ
イ
ン
・
ス
ク
ッ
フ
組
織
の
も
と
〔会 社 E〕
管理
管理事務
専門
技術
阪
事
生
売
務
産
3
、
会
計
1939年 1946年 1955年
9.5961 9.0%1 8.5% 
.7 I 1.0 I 1.2 1 
1.5 1.6 2.6, 
.8 1. 3 1 1.9 
.6 I.3  I.5  
14.5 I 12.1 I 12.0 
72.4 I 74. 7 ! 73.3 
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
、
ベ
ー
ジ
ョ
ソ
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
理
、
管
理
事
務
お
よ
び
事
務
担
当
従
業
員
の
割
合
は
低
減
し
た
。
も
と
同
社
は
、
専
門
製
品
ま
で
に
子
会
社
は
廃
止
さ
れ
、
の
生
産
を
行
う
子
会
社
を
二
年
ま
で
に
、
三
社
と
も
分
離
し
た
ま
ま
、
社
長
は
親
会
社
の
社
長
兼
任
と
な
り
、
各
種
ス
タ
ッ
フ
活
動
も
親
会
社
に
に
管
理
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
業
務
部
門
は
―
つ
に
な
り
、
そ
の
担
当
副
社
長
が
全
社
の
生
産
活
動
に
責
任
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
B
社
を
含
む
分
権
化
四
社
と
集
権
化
一
社
(
E
社
）
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
管
理
上
の
革
新
は
、
新
製
品
あ
る
い
は
新
工
程
の
開
発
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
多
い
。
調
査
し
た
会
社
に
お
け
る
調
査
、
開
発
活
動
の
設
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
四
六
一
社
と
も
全
く
独
立
の
会
社
（注）
社
も
ち
、
三
九
年
に
は
親
子
営
業
成
績
の
ヨ
リ
詳
細
で
頻
繁
な
報
告
が
求
め
ら
れ
る
結
置
な
い
し
拡
張
は
、
技
術
上
の
変
化
と
管
理
上
の
変
化
と
の
あ
い
だ
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
調
査
と
開
発
の
成
長
は
製
造
業
に
お
い
て
判
然
と
し
て
お
り
、
戦
前
よ
り
も
戦
後
に
多
い
。
相
当
数
の
会
社
で
こ
の
部
門
の
雇
用
増
が
み
ら
れ
る
。
紙
面
の
都
合
で
例
示
会
社
を
省
略
す
る
。
こ
の
2
の
項
目
で
五
社
、
次
の
3
項
で
二
社
、
4
項
で
二
社
、
5
項
で
一
一
一
社
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
省
略
す
る
。
経
営
上
、
果
、
多
く
の
会
社
で
会
計
お
よ
び
関
連
活
動
に
お
け
る
雇
用
が
急
速
に
増
大
し
た
。
あ
る
場
合
に
は
、
新
し
い
報
告
手
続
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
そ
れ
ら
が
よ
く
改
正
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、
追
加
的
デ
ー
タ
の
収
集
と
処
理
に
必
要
な
以
外
に
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
案
出
、
導
入
す
る
ス
ク
ッ
フ
4
、
販
売
ス
タ
ッ
フ
集
団
層
用
増
は
、
販
売
活
動
の
計
画
や
監
督
、
市
場
調
査
、
顧
客
へ
の
技
術
的
サ
ー
ビ
ス
、
阪
売
要
員
の
訓
練
に
お
い
て
、
ま
た
製
品
多
様
化
計
画
の
形
成
と
導
入
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
集
団
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
八
〇
343 
日
を
担
当
す
る
殆
ん
ど
す
べ
て
の
従
業
員
は
、
職
務
区
分
上
、
販
売
職
グ
ル
ー
プ
よ
り
は
管
理
、
管
理
事
務
、
専
門
グ
ル
ー
プ
の
範
疇
に
は
い
る
。
5
、
そ
の
他
の
各
種
ス
タ
ッ
フ
職
能
生
産
計
画
、
日
程
計
画
、
調
整
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
集
団
の
設
置
な
い
し
拡
張
は
よ
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
設
備
の
設
計
、
設
置
に
関
係
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
グ
ル
ー
。
フ
や
品
質
管
理
担
当
部
門
は
管
理
事
務
職
、
専
門
職
の
雇
用
を
増
大
さ
せ
る
他
の
源
泉
で
あ
る
。
労
使
関
係
、
人
事
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
す
る
部
門
も
全
社
雇
用
中
に
占
め
る
比
率
と
し
て
増
大
す
る
傾
向
が
あ
る
。
以
上
に
紹
介
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
著
者
た
ち
は
次
の
よ
う
な
結
論
を
み
ち
び
き
出
し
て
い
る
。
調
査
会
社
で
み
ら
れ
た
高
い
熟
練
度
を
も
つ
人
員
の
占
め
る
比
率
、
、
、
、
、
、
、
の
増
大
は
、
主
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
っ
た
。
新
し
い
製
品
な
い
し
工
程
の
導
入
と
関
連
す
る
技
術
革
新
と
、
新
し
い
管
理
部
門
や
新
し
い
経
営
方
法
を
創
出
す
る
組
織
革
新
と
は
、
と
も
に
管
理
職
、
管
理
事
務
職
お
よ
び
専
門
職
員
の
増
加
を
必
要
と
す
る
。
技
術
革
新
は
ま
た
、
生
産
労
働
者
の
雇
用
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
構
成
を
変
え
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
る
。
こ
の
点
で
、
生
産
な
い
し
管
理
の
プ
ロ
セ
ス
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
は
、
革
新
と
犀
用
構
成
の
あ
い
だ
に
あ
る
関
係
を
端
的
に
き
わ
だ
た
せ
マ
ニ
ュ
ア
ル
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常
、
一
方
で
肉
体
的
な
い
し
事
務
的
労
働
力
の
大
幅
な
節
約
を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
高
度
に
訓
練
さ
れ
た
専
門
家
を
ョ
リ
多
く
利
用
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
殆
ん
ど
つ
ね
に
非
熟
練
、
半
熟
練
人
員
に
代
え
る
に
高
度
に
有
能
な
人
材
と
資
本
を
も
っ
て
す
る
。
八
口
非
常
に
一
般
的
な
い
み
で
、
企
業
の
革
新
の
速
度
が
、
各
種
熟
練
人
員
利
用
の
増
加
率
を
左
右
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
全
属
用
中
、
非
生
産
労
働
者
の
割
合
が
も
っ
と
も
大
き
く
増
加
し
た
会
社
が
、
や
は
り
、
製
品
、
工
程
お
よ
び
組
織
に
も
っ
と
も
す
ば
ら
し
い
変
化
、
あ
る
い
は
広
汎
な
変
化
を
み
せ
た
会
社
で
あ
っ
た
。
曰
自
ら
新
製
品
を
開
発
し
た
り
、
新
し
い
工
程
や
管
理
制
度
を
デ
ザ
イ
ソ
し
た
会
社
は
、
主
に
外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
機
械
業
者
に
頼
る
会
社
よ
り
も
、
高
度
に
有
能
な
人
材
を
ョ
リ
急
激
に
雇
用
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
新
し
い
。
フ
ロ
セ
ス
、
製
品
あ
る
い
は
管
理
方
法
を
創
始
し
た
会
社
は
、
必
ず
、
他
の
所
で
開
発
さ
れ
た
革
新
を
た
だ
採
用
す
る
だ
け
の
会
社
よ
り
も
、
ヨ
リ
大
き
い
割
合
で
有
能
な
人
力
を
使
用
し
て
い
る
。
回
革
新
の
発
展
は
明
ら
か
に
全
産
業
の
職
務
構
成
に
影
響
を
与
え
た
。
た
と
え
ば
、
四
七
年
と
五
五
年
の
あ
い
だ
に
、
航
空
機
、
電
子
工
業
344 
め
う
る
。
他
産
業
の
場
合
、
政
府
機
関
が
要
求
す
る
よ
う
な
情
報
は
、
た
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
化
学
、
兵
器
、
石
油
産
業
に
お
い
て
非
生
産
労
働
者
の
割
合
は
急
速
に
増
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
産
業
で
は
、
自
家
用
な
い
し
他
産
業
用
に
革
新
を
開
発
し
て
い
る
。
繊
維
、
衣
服
、
木
材
、
鉄
道
、
公
益
事
業
な
ど
は
、
た
い
て
い
他
の
所
で
開
発
さ
れ
た
革
新
を
採
用
し
た
が
、
そ
こ
で
は
高
度
に
熟
練
し
た
人
員
の
割
合
は
そ
れ
ほ
ど
急
速
に
増
加
し
て
い
な
い
。
国
革
新
ほ
革
新
を
呼
び
や
す
い
こ
と
が
調
査
結
果
で
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
産
業
の
一
企
業
が
製
品
と
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
を
行
え
ば
、
競
争
企
業
に
も
革
新
を
引
き
起
す
傾
向
が
あ
っ
た
。
調
査
、
開
発
活
動
の
成
長
は
こ
の
傾
向
の
―
つ
の
し
る
し
で
あ
っ
た
。
因
官
僚
的
拡
大
は
、
と
く
に
好
景
気
、
高
利
潤
の
時
期
に
は
、
い
く
ら
か
の
調
査
会
社
で
は
、
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
他
の
要
因
と
く
ら
べ
る
と
、
非
生
産
的
従
業
員
の
割
合
の
拡
張
に
そ
う
大
き
い
役
割
を
果
し
て
い
な
い
。
伯
職
務
構
成
の
変
動
の
原
因
と
し
て
、
会
社
規
模
の
拡
大
、
政
府
機
関
の
要
求
す
る
報
告
の
増
大
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
規
模
が
拡
大
し
て
も
革
新
を
し
な
い
会
社
で
は
、
管
理
、
専
門
職
な
ど
の
割
合
は
そ
の
ま
ま
か
、
あ
る
い
は
減
少
の
傾
向
を
示
す
。
政
府
機
関
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
報
告
書
は
、
公
益
事
業
や
鉄
道
な
ど
、
政
府
の
直
接
規
制
下
に
あ
る
会
社
に
お
い
て
の
み
、
雇
用
構
成
変
動
の
―
つ
の
源
泉
と
認
で
は
、
こ
の
よ
う
な
結
論
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
な
に
を
学
び
、
い
か
に
の
で
あ
る
。
四
調
査
会
社
に
み
ら
れ
た
、
有
能
な
人
材
を
ョ
リ
多
く
使
用
す
る
傾
向
は
、
官
僚
制
の
拡
大
や
固
定
費
の
増
大
と
関
連
す
る
よ
り
も
、
主
に
動
態
と
発
展
に
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
員
を
ョ
リ
多
く
利
用
す
る
こ
と
が
全
人
件
費
に
与
え
る
影
響
を
測
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
面
接
の
結
果
で
は
、
革
新
と
そ
れ
に
要
す
る
熟
練
者
の
雇
用
増
と
は
、
ヨ
リ
大
き
い
固
定
費
を
必
要
な
ら
し
め
る
が
、
結
局
は
総
費
用
の
減
少
か
、
製
品
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
改
善
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
果
実
を
生
む
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
将
来
に
備
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
今
後
の
趙
勢
が
推
測
さ
れ
る
。
産
業
に
お
け
る
有
能
な
人
材
の
ヨ
リ
大
き
い
利
用
は
、
主
に
各
種
革
新
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
の
が
前
章
で
の
結
論
で
あ
っ
た
。
社
会
が
生
産
と
組
織
の
新
し
い
、
ヨ
リ
良
い
技
術
の
発
見
を
強
調
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
が
雇
用
す
る
高
度
に
訓
練
さ
れ
た
人
的
資
源
の
割
合
は
上
昇
し
よ
う
。
今
後
の
革
新
の
速
度
を
予
言
す
る
の
は
む
つ
か
し
い
が
、
そ
れ
は
何
よ
例
い
て
い
、
自
己
の
業
務
を
効
果
的
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
八
3i.5 
り
も
革
新
を
生
む
活
動
に
投
入
さ
れ
る
人
的
資
源
の
量
と
質
に
依
存
し
よ
う
。
革
新
を
前
進
さ
せ
る
創
造
的
才
能
を
醸
成
し
、
組
織
化
す
る
社
会
の
能
力
に
関
係
す
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
技
術
革
新
、
組
織
革
新
は
、
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
の
両
者
に
投
ぜ
ら
れ
る
投
資
に
関
係
す
る
。
著
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
今
後
、
基
礎
研
究
に
お
け
る
投
資
量
は
増
大
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
産
業
の
研
究
機
関
に
お
け
る
応
用
研
究
へ
の
投
資
も
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
見
解
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
こ
に
二
、
三
十
年
の
産
業
内
の
革
新
の
速
度
は
、
本
研
究
の
期
間
の
そ
れ
よ
り
も
、
少
な
く
と
も
同
じ
く
ら
い
、
恐
ら
く
は
も
っ
と
速
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
過
去
十
力
年
に
経
験
し
た
、
優
秀
な
人
材
の
利
用
の
増
加
率
は
、
将
来
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
H 
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
、
以
上
の
推
測
に
も
と
づ
き
、
企
業
に
よ
る
将
来
の
計
画
の
た
め
の
八
カ
条
の
推
論
が
提
出
さ
れ
る
。
調
査
し
た
た
い
て
い
の
会
社
で
は
、
自
社
の
将
来
の
必
要
人
的
資
源
を
正
し
く
見
積
り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
。
口
専
門
家
、
経
営
者
要
員
の
ヨ
リ
大
き
い
雇
用
は
固
定
費
を
増
大
せ
し
め
る
。
賃
金
労
働
者
へ
の
支
払
割
合
は
低
下
し
、
俸
給
労
働
者
へ
の
そ
れ
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ソ
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
国
だ
低
調
で
あ
る
。
八
平
等
に
取
扱
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
肉
体
労
働
者
の
割
合
の
減
少
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
組
合
員
の
割
合
は
低
下
し
よ
う
。
非
生
産
労
働
者
組
織
化
の
努
力
は
い
ま
労
働
市
場
で
の
人
員
獲
得
競
争
は
基
本
的
変
化
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
会
社
は
肉
体
労
働
者
や
半
熟
練
事
務
労
働
者
の
雇
用
に
は
殆
ん
ど
困
難
を
感
じ
て
お
ら
ず
、
創
造
的
な
技
術
者
、
研
究
科
学
者
の
麗
用
や
経
営
者
、
管
理
ス
ク
ッ
フ
の
奪
い
合
い
の
競
争
が
は
げ
し
い
。
従
っ
て
労
働
市
湯
で
の
会
社
間
の
競
争
関
係
で
は
、
肉
体
労
働
者
の
組
合
と
の
賃
金
協
定
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
訓
練
を
受
け
た
優
秀
な
人
材
に
支
払
わ
る
べ
き
価
格
が
問
題
と
な
ろ
う
。
多
く
の
会
社
は
、
雇
用
構
成
の
変
化
に
伴
っ
て
、
賃
金
俸
給
管
理
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
、
徹
底
的
に
修
正
す
る
か
、
全
く
無
視
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
報
償
を
概
括
的
な
職
階
よ
り
は
各
人
の
能
力
に
も
と
づ
か
せ
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
ろ
う
。
因
優
秀
な
人
材
を
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
肉
体
労
働
者
を
生
産
的
に
す
る
誘
因
の
供
与
よ
り
も
、
精
神
労
働
者
を
創
造
的
に
す
る
環
境
の
展
開
の
ほ
う
が
一
層
困
難
で
あ
る
。
今
後
の
人
事
政
策
は
徹
底
的
に
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
過
去
の
人
事
管
理
の
諸
制
度
は
、
賃
金
労
働
者
や
事
務
員
な
ど
、
コ
モ
ソ
・
マ
ン
を
差
別
な
く
公
正
に
、
国 日
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密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
資
本
投
下
の
機
会
は
、
ア
イ
デ
ア
と
発
見
に
、
高
度
な
人
材
ほ
ど
育
成
に
時
間
の
か
か
る
も
の
は
な
例
会
社
の
政
策
立
案
者
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
将
来
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
た
。
し
か
し
今
日
の
技
術
者
、
科
学
者
、
専
門
家
は
ア
ソ
コ
モ
ン
・
マ
ン
で
あ
り
、
前
者
の
取
扱
い
に
有
効
な
技
術
や
概
念
は
必
ず
し
も
後
者
に
効
果
的
に
適
用
し
え
な
い
。
高
度
に
能
力
あ
る
人
材
の
選
択
と
利
用
に
は
、
客
観
的
な
差
別
化
と
差
別
的
な
待
遇
が
必
要
で
あ
る
。
囮
将
来
、
企
業
の
最
高
層
に
は
大
き
い
変
化
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
企
業
運
営
に
は
、
経
験
に
よ
る
学
習
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
高
度
に
発
達
し
た
各
分
野
の
全
般
的
統
括
者
と
し
て
、
も
っ
と
徹
底
的
に
、
広
く
訓
練
さ
れ
た
主
脳
部
を
必
要
と
し
よ
う
。
の
長
期
的
な
人
的
資
源
計
画
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
経
済
資
源
の
う
ち
で
、
く
、
従
っ
て
も
っ
と
も
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
最
後
に
、
ヨ
リ
広
い
見
地
、
す
な
わ
ち
国
家
全
体
に
対
す
る
推
論
を
1
一
、
三
指
摘
し
て
結
ば
れ
て
い
る
。
進
歩
し
た
産
業
社
会
で
は
、
資
本
利
用
に
お
い
て
も
、
高
級
な
人
的
資
源
雇
用
に
お
い
て
も
集
約
的
で
あ
る
。
大
ざ
っ
ば
に
い
っ
て
、
一
国
の
経
済
発
展
の
段
階
は
、
資
本
お
よ
び
高
度
に
訓
練
さ
れ
た
人
的
資
源
の
両
者
が
、
ど
の
程
度
、
肉
体
労
働
と
筒
単
な
事
務
労
働
に
代
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
資
本
と
か
か
る
人
的
資
源
の
利
用
と
ほ
著
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、
有
能
な
人
材
の
増
大
し
た
雇
用
は
、
イ
ノ
ペ
ー
ー
か
く
し
て
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
人
材
供
給
の
適
否
は
重
大
な
意
義
を
そ
し
て
そ
れ
ら
が
生
産
、
配
給
の
過
程
に
応
用
さ
れ
る
方
法
に
密
接
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
性
の
向
上
が
、
機
械
や
ブ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
資
本
投
下
の
増
大
と
と
も
に
充
分
訓
練
さ
れ
た
人
材
の
利
用
の
増
大
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
信
ず
べ
き
充
分
な
理
由
が
あ
る
。
投
入
労
働
の
質
的
向
上
が
生
産
性
向
上
に
関
係
す
る
こ
と
が
、
い
く
つ
か
の
調
査
会
社
で
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
い
訓
練
を
受
け
た
人
的
資
源
の
利
用
可
能
性
（
価
格
）
と
経
済
発
展
の
あ
い
だ
に
明
白
な
関
係
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
産
業
発
展
の
理
由
の
一
っ
は
、
か
か
る
人
的
資
源
の
価
格
が
、
非
熟
練
労
働
力
を
含
む
他
の
生
産
要
素
に
比
較
し
て
、
甚
だ
し
く
高
く
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
育
機
関
は
多
数
の
人
材
を
養
成
し
え
た
し
、
給
与
は
、
肉
体
労
働
者
に
比
し
て
、
相
対
的
に
は
低
下
傾
向
に
あ
っ
て
も
青
年
た
ち
を
引
き
つ
け
る
に
足
る
だ
け
の
格
差
を
保
っ
て
い
た
。
両
者
間
の
格
差
が
縮
少
し
た
こ
と
が
、
優
秀
な
人
材
の
利
用
を
可
能
に
し
、
従
っ
て
革
新
と
経
済
発
展
に
充
分
貢
献
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
も
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
八
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ま
た
同
じ
シ
ョ
ソ
の
結
果
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
急
速
な
発
展
の
結
果
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
将
来
の
経
済
成
長
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
人
的
資
源
の
養
成
と
効
果
的
な
利
用
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
興
味
深
い
結
論
で
あ
る
が
、
以
上
の
分
析
に
加
え
て
、
も
し
さ
れ
て
お
れ
ば
、
こ
の
結
論
の
説
得
力
も
一
層
強
化
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
独
占
的
な
大
企
業
に
お
け
る
関
係
と
他
の
場
合
の
比
較
と
か
、
非
生
産
労
働
者
増
大
に
よ
る
管
理
費
の
膨
脹
が
企
業
経
営
に
与
え
る
経
済
的
影
響
な
ど
も
考
察
さ
れ
て
よ
い
し
、
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ソ
が
す
べ
て
企
業
的
に
成
功
し
、
営
業
成
績
に
貢
献
し
た
か
ど
う
か
、
生
産
性
向
上
は
必
ず
も
た
ら
さ
れ
た
か
、
な
ど
も
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
本
調
査
で
は
、
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ソ
の
性
格
上
、
生
産
性
向
上
は
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
実
際
上
は
経
営
者
の
意
志
決
定
が
重
大
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ひ
る
が
え
っ
て
わ
が
国
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
終
身
雇
用
制
」
に
よ
る
非
生
産
労
働
力
の
官
僚
的
増
大
、
非
能
率
的
な
人
材
の
増
殖
、
温
存
、
あ
る
い
は
人
的
資
源
の
非
能
率
的
な
利
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
本
研
究
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
傾
向
は
正
し
く
該
当
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
終
身
麗
用
制
」
的
観
念
か
ら
、
こ
の
結
論
は
生
産
労
働
者
の
整
理
を
合
理
化
す
る
危
険
性
を
含
む
と
い
う
皮
肉
な
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
的
資
源
（
飯
野
）
人
的
資
源
と
イ
ノ
ベ
ー
ツ
ョ
ン
の
関
係
が
経
済
学
的
に
、
価
値
的
に
分
析
こ
と
で
あ
る
。
八
五
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
経
営
組
織
に
つ
い
て
も
実
態
調
査
が
望
ま
し
い
（
一
九
六
0
・
九
・
―
―
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